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3. 解説：街を探る 千住宿（2）歴史を今につなぐ再生へ ―東京・足立区千住― 

    （Japa 日本専門家活動協会 理事小畑きいち） 

    

■千住宿開宿 400周年：宿場・商人町からの歴史転回 

荒川（旧荒川放水路）              隅田川・荒川の位置図 

(4) 荒川放水路掘削 

空前の河川事業として、江戸時代以来、蛇行と氾濫を繰り返してきた荒川（現・隅田川）・入

間川水系は、1910 年（明治 43 年）の大水害で増水し、上流の岩淵から千住・浅草を経て下流

の亀戸に至る下町一帯を大洪水に見舞った。この事態を受け、政府は緊急の治水対策として、

岩淵（現・北区）から水流を分ける放水路の開削計画を立案し、1911 年に工事を開始した。

1924 年には岩淵水門から待望の通水が実現し、1930 年に大工事が完成した。その効果は大き

く、以後、隅田川で大規模な水害は発生していない。一方、放水路開削に伴う大規模な掘削に

より、足立区・葛飾区・江戸川区などでは住民の退避や地域の分断が生じ、堤外地の開発が遅

れる結果となった。 

 

(5) 鉄道の開通 

明治政府は街道・伝馬制度を廃止し、近代的な陸上交通体制の整備を推進した。その第一歩が

鉄道建設であり、1872 年には新橋―横浜間で日本初の鉄道が開通した。1883 年には半官半民

の日本鉄道が設立され、東北本線や総武本線が開通し、上野・赤羽・本所（現・錦糸町）など

に駅が設置された。遅れて 1896 年には、日本鉄道が田端―土浦間（現・常磐線）を開業し、

千住宿に直近する北千住駅を設置した。北千住は常磐線の拠点となったものの、東北方面の拠

点は上野や赤羽に譲り、茨城方面の拠点にとどまったため、交通上の優位性は相対的に低下し

た。さらに3年後の1899年には、東武鉄道が北千住―久喜間を開通させ、埼玉東部と通じた。

千住宿の交通拠点性は依然として優位に劣る。また、常磐線は東京圏の主要幹線の中で最も長

く蒸気運行が続いたため、近代化が遅れ、東海道線・東北線・中央線などと比べて「格下」の

イメージを持たれるようになった 



 

Japa Newsletter 2025/10/01 ＃67                                            6 

一方、鉄道網の整備は続き、1928年には、千住大橋まで運行していた路面電車 21系統が千住

四丁目まで延伸された。さらに 1931 年には京成電鉄が日暮里―青砥間を開業し、千住大橋駅

が設置され、地域の南端にも鉄道が通じた。その後 30年以上を経た 1962 年には地下鉄日比谷

線が北千住駅まで延伸され、東武線との相互直通運転が開始された〈1964 年には東急東横線

とも直通運転を開始〉。これにより、北千住から銀座・日比谷・霞が関などを経て中目黒まで

直結する路線が誕生し、北千住駅は都心直通の起点となった。 

 

(6) 工業地帯の拡大と衰退 

旧千住火力発電所     日本皮革（現ニッピ）旧工場     東京製鐵 旧本社工場  

明治政府は隅田川の水運に注目し、1896 年に隅田川貨物駅を設置して水陸物流の結節点とし

た。隅田川北岸の千住地区では、1926 年に千住桜木町で石炭火力による千住火力発電所が稼

働を開始。さらに 1935年（昭和 10年）の都市計画における用途地域指定により、旧千住宿沿

いの商業地区を除く地域が工業地域とされたことで工場などの進出が加速した。工場や倉庫が

操業を始め、工業地帯として拡大するとともに、その動きは上流の北区や板橋区の新河岸川流

域にも広がり、高度経済成長期以前には化学・薬品工場なども操業して東京の工業を支えた。 

 

しかし、住居と工場が混在することで過密化が進み、居住環境は悪化した。さらに工場排水に

より、隅田川の水質汚濁が深刻化し、悪臭を放つ川へと変わっていった。1959年（昭和 34

年）には首都圏工業等制限法が制定され、その後多くの工場が移転または閉鎖し、1970～1980

年代以降、地区経済は衰退し、失業者が増加。工業地帯としての機能を失う中で環境悪化も進

行し、街のイメージは低下していった。 

 

(7) 商店街の盛衰 

 

 

 

 

 

 

洋華堂（創業店）        ほんちょう通り            賑わう呑み屋街 

宿場は旧道沿いの地区商店街へと姿を変え、旅籠や商家は、地元向けの萬店・飲食店・荒物

屋・衣料品店・青果店などへ転換。1932 年（昭和 7 年）、区画整理によって北千住駅前通りの

改正通り（現・きたろーど 1010）が整備されると、中心繁華街は旧道から移り、新規店舗の

開業が相次いだ。しかし、大戦中の空襲で多くの店舗が焼失する。戦後の復興景気のなかで北



 

Japa Newsletter 2025/10/01 ＃67                                            7 

千住駅西口周辺は駅前通りを中心に再び活況を取り戻し、常磐線・東武線沿線の郊外からも多

くの買い物客が訪れるようになった。この時期に開業した洋品店が、後のイトーヨーカ堂

（現・イトーヨーカドー）の創業店である。 

 

元宿場の町屋づくりは、街道に面して店を構え、その奥に住居・蔵・納屋を配する細長い短冊

形の家屋が多く見られる。旅籠などの店構えは、江戸時代には 2 階部分を少し張り出させた

「出梁造り」の様式であったが、明治以降は時代の変化とともに「出桁造り」へと改修が進ん

だ。こうした店構えが旧街道沿いに並び、異なる様式が混在する中で、昔ながらの町屋も残さ

れ、今日まで宿場町の風情を伝えている。とりわけ東京 23 区内においては、旧宿場の面影を

色濃く伝える千住地区が現在、貴重な存在となっている。 

 

高度経済成長期には庶民の消費・ショッピング行動が変化し、都心では商業の洗練化や良質な

品揃えが買い物客を吸収し、郊外では小売スーパーの進出によって商業形態が変化していった。

東京が大きく変化する中で、千住では、買い物客の流出が進み、商業の業態転換にも遅れを取

り、たびたび試みられた地区再開発も十分な成果を上げられなかった。そのため商店街の停滞

が続き、人口減少も相まって、「古くさい」「雑然とした街」「垢抜けない」といった低いイメ

ージが定着してしまう。やがて若者の足も遠のき、千住は東京のローカルな生活商店街として

位置づけられるようになった。 

 

(8) 再生への道のりとイメージアップ 

近年、街に転換が起きつつある。地域の変化や活動が地域再生へとつながり、千住の街は下町

情緒と利便性を兼ね備えた生活感のある独特の“穴場的魅力”を持つ街へと生まれ変わる兆し

を見せ始めている。以下のような状況の変化や活動が今後さらなる変化へと進むと考えられる。 

 

① 鉄道網の充実と交通利便性の向上 

交通環境の改善により、JR 常磐線、東武スカイツリーライン、地下鉄日比谷線に加え、地下

鉄千代田線やつくばエクスプレス、さらに東武線の地下鉄半蔵門線・東急田園都市線への相互

直通運転、JR 常磐線の上野―東京ラインへの乗り入れなどが実現し、鉄道の接続性・利便性

は格段に向上した。その結果、北千住駅の 1 日あたりの乗降人員は約 130 万人超（2024 年時

点）に達し、新宿・渋谷・池袋・横浜・大阪（梅田）に次ぐ日本有数の 6位のターミナル駅と

なっている。東京北東部の鉄道拠点として、埼玉県・栃木県・茨城県・千葉県など首都圏広域

と都心を結ぶ結節点の役割を果たしている。 

また、世界的観光地である「日光」や「箱根」（千代田線経由で小田急線直通）へも特急電車

で直行している（但し、北千住駅にはJR特急列車が停車しない）。JRの存在感は駅ビルなど施

設面で存在感が大きいが、乗降客数においては地下鉄・私鉄など後れを取っている。結果とし

て、常磐線北千住駅は戦略的に受け身の立場となり、他の主要ターミナル駅における JR 優位

の状況とは異なり、ややマイナーな位置づけにとどまっている。 

 

② 駅ビルなど大型複合商業施設の開設 

1985（昭和 60）年には大規模な駅ビルが建設され、JR「北千住ウイズ」（現・ルミネ）が開業
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した。1980 年には千住地区に再開発構想案が検討され、「北千住駅西口地区第一種市街地再開

発事業計画」に基づき、再開発準備組合の発足から 20 年にわたる歳月を経て、2004 年に竣工

した。再開発ビルは「千住ミルディス（MILDIX：フランス語で 1010）」と名付けられ、キーテ

ナントとしてマルイ、劇場としてシアター1010 がオープンした。さらに、「千住ミルディス 2

番館」として集合住宅やオフィスなどを備えた複合施設も整備された。こうした駅ビルや再開

発事業により、従来不足していた複合商業施設が誕生し、千住の玄関口である北千住駅西口は

大きく様変わりした。 

 

③ 行政などによるイメージ戦略 

かつて犯罪件数（自転車盗難などの軽犯罪を含む）で都区内上位の常連だった足立区は、犯罪

の減少を目指して「Beautiful Windows」運動を展開した。町会住民と協力して地区パトロー

ルを推進し、街の緑化とともに犯罪件数の低減に取り組んでいる。その結果、2024 年度の統

計では、重犯罪は新宿区・渋谷区・豊島区など繁華街を抱える地域に多く、文京区・杉並区・

練馬区などは件数が少ない一方で、足立区は中位に位置している。悪イメージの払しょくで郷

土に対する愛着の醸成を図る戦略方針も目指している。 

 

④ 複数大学の開設・進出により若者人口が増加している。 

足立区は、区内の小中学生への教育的刺激を与えるとともに、小中学校の廃校跡地を有効活用

するため、大学を誘致する方針を決定した。千住宿時代から続く文芸の復興と教育による地域

の賑わい・再生を目指しての取り組みである。その第一弾として、北千住駅に至便な小学校跡

地に東京藝術大学の一組織を誘致し、音楽教育支援や芸術を通じたまちづくり事業などを担う

「アートリエゾンセンター」を併設する千住キャンパスを開設した。続いて東京未来大学、帝

京科学大学、東京電機大学なども誘致されている。とりわけ、東京電機大学の東京千住キャン

パスは北千住駅東口に近接し、旭町再開発の一環として整備された。建築界のノーベル賞とい

われるプリツカー賞（1993 年）を受賞した建築家・槇文彦らが設計した「街に開かれたキャ

ンパス」は、周辺の景観を一変した。これらの大学の学生たちが街にあふれるようになり、千

住への来街者の構成は激変。若者向けの店舗やアートイベントが増え、さらには学生や若者に

よる芸術関連のサービス業やスタートアップ事業も派生し、千住の賑わいを促進している。 

 

【参考】 

・ 東京千住・深川物語 田中啓介 現代書館 2006 年 

・ 歴史まちづくりの見方・読み方 国土技術政策総合研究所 2013年 

・ ｢まち裏」文化めぐり 清水麻帆 採流社 2022 年 

・ 東京地下鉄道日比谷線建設史 帝都高速度交通営団 1969 年 

・ 東武鉄道 半世紀のあゆみ 杉田新 アルファベータブックス 2025年 

・ 英語編 地域紹介動画 Welcome to Kitasenu https://www.youtube.com/watch?v=6UmL_UsLKog 

・ 琳派の花園あだちバーチャルミュージアム https://note.com/hakubutsu/n/n1c95d08d02b2 

 

 

補：本解説のバックナンバーはhttps://www.japa.fellowlink.jp/column  


